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1 背景と目的
近年インターネットの普及により、e-commerceを始

めとするWebを利用した情報公開や経営戦略が増加し
ている。しかし現在Webページにおける情報はほとん
どが文字・画像といった視覚的なものであり、それのみ
では閲覧者に与えられる印象や情報などに限界がある。
　だが、もし音声や音などの聴覚的情報をリンクやペー
ジの一角に付加し、ユーザの行動に応じてインタラク
ティブに提供できれば、閲覧者に対して再び訪れたいと
いう気を強く起こさせる、理解を促進させるなどの効果
が期待できる（図 1）。
　この研究では、ページ各所の視覚的な情報源それぞれ
に音声や音を自由に設定でき、それらをインタラクティ
ブに提供するためのツールを作成し、そのツールを実装
したページを用いて、そのページが閲覧者に与える効果
を評価する。
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2 閲覧者のツール利用

2.1 Audio付加の対象

Webページを、新聞を記事ごとに分割するように区
分けする。区分けの対象として、含む意味内容に従い区
切られる視覚的な一角（「場」）、「リンク」、「画像」を定
義した。言い換えれば HTMLの < a > 、< div > 、<

table > などのタグによって囲まれた部分をAudio付加
の対象と定義し、それぞれに Audioを付加することが
できる。付加対象の例を図 2に示す。

2.2 入力と対応するAudio制御

入力は全てマウスから行なえる。ブラウジングを妨げ
ないために、対象へのカーソル進入など、ブラウジング
の中で自然に行なうことのできる行動を主な入力として
いる。ユーザの入力とそれに対応する制御は様々な組合
せを考えることができるが、例として評価実験で採用し
ている制御方式について以下に具体的に述べる。
　場や画像は、マウスカーソルが進入すると対象につい
て説明をする音声や BGM が再生され、その中を移動
すると音源が左右に移動する。そしてカーソルが外に出
ると音声や BGMは停止する。また、音声の再生中にク
リックをすると音声が停止し、停止中にクリックをする
と音声が再生される。すなわち、音声は聞きたい時のみ
聞くことができる。
　リンクは、マウスカーソルがその上を横切った際に音
声の一部が聞こえるのは不愉快という意見があったた
め、進入した際には効果音のみを鳴らし、その上でしば
らく（0.7秒）停滞すると音声が再生されるようになっ
ている。リンクから出ると効果音、音声は停止する。
　その他、マウスカーソルの速度が一定値を越えると
全ての入力が無視される。この機能は、ブラウザのスク
ロールバーなどへマウスを動かした際に音の断片が聞こ
えることを防ぐために設けてある。また、再生・停止は
全てフェードイン・フェードアウトにより、滑らかに切
り替えが行われる。

3 Audio付加の方法

Audioを付加したい対象があるとすると、その対象に
対応するHTMLタグの中に、JavaScriptのイベントハン



ドラとそのイベントに応じた JavaScriptの関数を書き込
むことでマウスイベント、すなわちユーザの入力に応じた
制御が実現できる。また、関数の引数としてAudioファイ
ル名を与えることで、Audioの対象への付加が実現でき
る。具体的には、仮に< div > −−−− < /div >で表現
される場に進入した際に onsei.wavを再生させたいとす
ると < div onMouseOver =′′ Func(′onsei.wav′,…
)′′ > − − −− < /div > と書けばよい。ただし Func()
は引数で指定された音声ファイルの再生命令を Javaア
プレットに対して行なう関数とする。
　現在付加するために必要な作業は、イベントハンドラ
などの HTMLソースへの書き込み、音声ファイル名や
対象の座標などの関数の引数の指定、Audioファイルの
収集、の 3つある。このうち書き込みと引数指定の作業
を極力簡略化する必要がある。

4 構成と処理

ツールはファイルのダウンロードや再生制御を担当
する Java アプレット、Audio ファイル名を宣言する
JavaScript(Audio Define JS)、マウスイベントの処理
とアプレットとの通信を行なう JavaScript(Handler JS)
の 3つから構成される。JavaScriptを 2つに分けたの
は、宣言するAudioファイル名はサイトによって異なる
からである。処理の流れを図 3に示す。
ページが最初に読まれるとHandler JSはAudio Define
JSで宣言された Audioファイル名の配列を Javaアプ
レットに送り、アプレットがダウンロードを開始する。
　ダウンロード終了後、JavaScript のイベントハンド
ラがイベント、すなわちユーザの入力を獲得するととも
に Handler JSの関数を呼び、その関数がアプレットに
Audio制御の指令を送る。その命令に従いアプレットが
Audioの制御を開始する。

図 3．処理の流れ

5 評価実験

この実験では各種 Audio、特にこれまでWebページ
においてあまり用いられていない音声がユーザの印象な
どに与える効果を評価すること、またこの実験で採用し

た入力・制御の組合せについて評価することを目的とし
ている。
　評価実験で用いているAudioは音声、効果音、BGM
の 3つに分けることができ、音声に人間の声の録音を、
効果音には対象の意味内容を連想させる自然の音を用い
ている。BGMは可能なものは連想も考慮したが、耳障
りにならないことを主眼においた。
　実験ではジャンルの異なる複数のページを用意し、そ
れぞれ Audioのあるものとないものをブラウジングし
てもらった。現在実験を進行中であるが、これまでの結
果としてページのイメージ向上や、再び訪れたいという
気にさせる、といった点でよい評価を得ている。また、
音声の付加により視覚的には同一のページのまま情報を
追加できるため、内容の理解がしやすくなった、という
意見が得られている。だがそれとは逆に音声がテキスト
を読む邪魔になった、という意見もあり、この実験に用
いた入力と制御の組合せでは、閲覧者によっては内容の
理解を妨げる可能性があることがわかった。また今回の
評価実験においては、これまでのところ効果音に関して
は概して評価が低めである。理由は突然鳴ると驚く、音
と付加対象のイメージが合わない、などであった。

6 問題点と今後の課題
実験に用いたものは試作版であるためNetscape6のみ

にしか対応していない。今後 IEにも対応させる予定で
ある。また、wavファイルとMIDIファイルしか利用で
きず、wavファイルが増えると低速な回線では読み込み
に多大な時間がかかってしまう。
　今後は評価実験をさらに進める必要がある。また、音
声がテキストを読む邪魔になる可能性があるという問題
について、これを改善する再生方法などを検討する必要
がある。その他、ページ作成者が Audioをページに簡
単に付加できるようにツールを改良していくことや、ア
ニメーションの話し手をページ内に存在させることなど
も考慮している。
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